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1． はじめに 
近年の家庭用ゲーム機は，Sony PlayStation3 や任天

堂 Wii のように，ネットワーク接続機能を基本機能とし

て備えている．したがって，今後は家庭用ゲーム機で

Web ブラウジングや Online ゲームを行うことが一般的

になり，それに伴い検索語句の入力や掲示板への書き込

み，ユーザ間コミュニケーションのためのテキストチャ

ットなど，家庭用ゲーム機で文字入力を行う機会がます

ます増加していくと考えられる． 

コンピュータでの一般的な文字入力装置はハードウェ

アキーボードであるが，家庭用ゲーム機では通常，別売

りのアクセサリである．そのため，多くのユーザはゲー

ムパッドによって文字を入力している[1]．ところが，ゲ

ームパッドでの効果的な文字入力手法は，十分に確立さ

れていないのが実情である． 

ゲームパッドによる文字入力で従来用いられてきた手

法は，例えば図 1 に示すような，全ひらがな候補から目

標文字をカーソル移動によって選択する手法である．こ

れは選択肢が極めて多く，目標文字の選択に複数のカー

ソル移動が必要となり，操作に手間と時間がかかる[2]． 
本研究では，ゲームパッドの操作部，特に，単機能で

自由度の高いジョイスティックに注目した．この自由度

の高さを，多くの選択肢

の中から 1 つの文字を選

ぶという文字入力に有効

活用する．以下では，ジ

ョイスティックを 2 本用

いる日本語入力手法を提

案する． 

2． 従来手法：EGCONVERT 
2.1 概要  

ジョイスティックを用いた従来手法としては

EGCONVERT[3]が挙げられる．これは，同心円状の表

示部を持ち，五十音の行が左スティック(図 2 画面表示部

の外側の円)に，五十音の段が右スティック(図 2 画面表

示部の内側の円)に対応しているものである． 

初期配置として，左スティックに“あ”行を除く各行

が，右スティックに“あ”行の各段が割り当てられてい

る(図 2(a) )．左スティックを倒し五十音の行を選ぶこと

で，その行に対応した五十音の各段が右スティックに割

り当てられ，画面表示部の内側の円にその段が表示され

る(図 2(b) )．そして，右スティックを倒すことで五十音

の段を選択する(図 2(c) )．最後に右スティックを戻すこ

とにより入力文字が決定される． 
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図 2．EGCONVERT による入力決定までの手順 

2.2 特徴 

EGCONVERT では，スティックを倒して初期位置に

戻すまでを 1 ステップとすると，“あ”行の文字及び

“ん”は 1 ステップ，その他の文字は 2 ステップでの入力

が可能である．さらに，図 1 のような手法と比べて GUI
の画面占有率が少ないという利点をもつ． 

一方で，円上に時計周りに五十音の各行と各段が割り

当てられているため直感的な把握が難しいという欠点も

ある． 

3． 提案手法：｢いとね｣ 
3.1 概要 

本稿では，ユーザにわかりやすい配置を目指すため，

記憶の方法と視線の移動方法に注目した手法を提案する． 

人は五十音の各行を，“あかさたな”と“はまやらわ”の 5
文字単位で記憶していると考えられる．したがって，こ

れを表示単位とすればユーザへの親和性向上が期待でき

る．また，横書きの文章を読む場合，視線は左から右へ

と移動を行う．そこで，提案手法では，図 3(a)画面表示

部に示すように左スティックの上部に“あかさたな”，

右スティックの上部に“はまやらわ”の 5 文字を 2 つに

分けて左から右の順に割り当て，図 3(b)(c)画面表示部の

ように五十音の各段を左から右の順に割り当てた． 

本提案手法の入力手順は次のとおりである．“あかさ

たな”行の文字を入力したければ左スティックを上部に

倒し五十音の行を選択する．そうすると，右スティック

の下部に選択行の各段が割り当てられ，画面表示部の右

部分の下部に選択行の各段が表示される．右スティック

を倒すことで五十音の段を選択することができる．“は

まやらわ”行を選択するには右スティックを上部に倒し，

左スティックを下部に倒せばよい．文字を選択後，左右

どちらかのスティックを初期位置に戻すことで入力文字

が決定される．  

本手法では，左スティックを先に上に倒してから右ス

ティックを下に倒す場合と，右スティックを先に下に倒

してから左スティックを上に倒す場合では，どちらも同

じ結果が得られる．そして，次に左スティックと右ステ

ィックのどちらを戻したとしても同じ結果が得られる．

これにより本手法ではどちらを先に倒すか，どちらを先
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に戻すかといったことを意識しないで文字を入力するこ

とが可能となっている． 
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図 3. 「いとね」による入力決定までの手順 

3.2 特徴 

記憶に基づいた分割と，視線移動に基づいた文字の割

り当てにより直感的な把握が容易である．また，2 ステ

ップでの入力が可能であり，両手を同時に動かすことに

慣れればステップ間の時間を減少させることができると

いう利点がある． 

4． 実験計画 
本稿では提案手法の有用性を検証するための実験につ

いて述べる． 

4.1 実験の概要 

実験で行ったタスクは，画面上に提示される文章を，

ゲームパッドのジョイスティックを用いてできるかぎり

速く正確に入力をするものとした．提示文には，被験者

への親和性の観点から，ことわざを用意し，複数の中か

らランダム順に提示した．また，濁音，半濁音等を全て

清音にしたものを用いた． 

被験者は，男性 11 名と女性 1 名の計 12 名である．全

員が大学生であり，ゲームパッドとジョイスティックの

使用経験があった．  

4.2 変数 

独立変数はジョイスティックによる文字入力手法であ

り，従来手法 EGCONVERT と提案手法「いとね」の 2

水準とした． 

素早く正確な入力ができるかどうかを評価するために，

従属変数として入力速度と誤り率を用いた．また， 

ISO9241-9(キーボード以外の入力装置に対する要求事項)
の 12 項目の個別評価基準にそった 7 段階のリッカート尺

度を用いた主観評価，どちらの手法が好みかの調査，自

由記述形式での質問紙調査を実施した． 

4.3 手順 

実験手順は次のとおりである：(1)手法の説明，(2)練習

(最低 1 時間，被験者が実験手法に慣れるまで)，(3)本番

(提示される文章を 30 文入力)，(4)手法に対しての主観評

価． 

順序効果を除くため，被験者間で手法の実地順序を変

更した． 

5． 結果と考察 
「いとね」では，平均入力速度 41.65cpm，平均誤り

率 4.23%が，一方 EGCONVERT では，平均入力速度

40.14cpm，平均誤り率 4.73%が得られた．ここで cpm 

(character per minute) は，1 分間あたりの入力文字数

を意味する． 

入力速度と誤り率において分散分析を行ったところ，

有 意 水 準 5% で 手 法 間 に 有 意 差 は 見 ら れ ず ，

EGCONVERT に対して「いとね」による入力速度，誤

り率の向上は見られなかった．これは，１時間という練

習時間では，3.2 節で述べた並行動作による減少効果が

あらわれなかったためではないかと考えられる．  

ISO9241-9 による主観評価では全ての項目で「いと

ね」に良い評価が付けられていた．各項目に分散分析を

行ったところ，12 項目中，作動に必要な力，操作時の円

滑性，精度，操作速度，指の疲労，手首の疲労，肩の疲

労，首の疲労の 8 項目について「いとね」が有意水準

5%で良いと評価されていた．特に有意性が高かった操作

時の円滑性と精度の主観評価を図 4 に示す． 

どちらの手法が好みかの調査では，12 名の被験者の内

10 名が「いとね」の方が好みであると答えた．

ISO9241-9 による主観評価と合わせて考えると，提案手

法「いとね」は従来手法 EGCONVERT より好まれる手

法であるといえる． 

自由記述方式のアンケートでは「『いとね』はあ～わ

が横並びで覚えやすかった」，「EGCONVERT はあか

さたなを追うのに目が回った」といった回答を得た，こ

れらは，提案手法が被験者に受け入れられていたことを

示すと考えられる． 

       
操作時の円滑性の主観評価            精度の主観評価 

図 4. ISO9241-9 の個別評価の一部  

6． おわりに 
本稿ではゲームパッドに用いられている 2 本のジョイ

スティックを使った文字入力手法を提案した．従来手法

との比較実験を行った結果，入力速度や誤り率において

同程度の性能であったが，主観評価と質問紙調査から

「いとね」の方が優れていることが分かった．以上から，

ゲームパッドのジョイスティックによる日本語入力手法

として，提案手法の優位性を示すことができた． 

今後は，濁音と半濁音などを含めた利用評価と，ユー

ザの学習に関する評価を行う予定である． 
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